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*クロフネ
Kurofune
芦　1998

*フレンチデピュティ
French Deputy
栗　1992

ビーポジティブ
栗　1999

*サンデーサイレンス
Sunday Silence
青鹿　1986

*ブルーアヴェニュー
Blue Avenue
芦　1990

*フェアリードール
Fairy Doll
栗　1991

Deputy Minister 
Vice Regent 

Mint Copy 

Hold Your Peace 

Laredo Lass 

Pago Pago 

Classic Perfection 

Icecapade 

*コレラ

Halo 

Classic Go Go 

Nureyev 

Mitterand 

Wishing Well 

Eliza Blue 

Dream Deal 

Hail to Reason 

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Northern Dancer 

Special 

Sharpen Up 

Likely Exchange (9)

ビーポジティブは２勝，南関東○交１勝，クイーン賞-JPN3（Ｄ1800
ｍ），エンプレス杯-JPN2２着，ＴＣＫ女王盃-JPN3２着。産駒
シルバーフォックス（08　牝　芦 *クロフネ）１勝
トリップ（09　牡　芦 *クロフネ）２勝，京都２歳Ｓ-OP（芝2000ｍ），弥生

賞-G2２着，ラジオＮＩＫＫＥＩ杯２歳Ｓ-G3４着，○現
ラルプデュエズ（10　牡　黒鹿 *チチカステナンゴ）未出走

*フェアリードール Fairy Doll は米国産，英１戦。産駒
トゥザヴィクトリー：最優秀古牝馬，６勝，エリザベス女王杯-JPN1，同

４着，阪神牝馬特別-JPN2，クイーンＳ-JPN3，府中牝馬Ｓ-JPN3，
つばき賞，オークス -JPN1２着，マーメイドＳ-JPN3２着，桜花賞
-JPN1３着，有馬記念-JPN1３着，フェブラリーＳ-JPN1３着，同４
着，アネモネＳ-OP３着，ローズＳ-JPN2４着，エプソムＣ-JPN3５
着，UAE入着，ドバイ ワールドＣ-G1２着。産駒
トゥザグローリー：７勝，日経新春杯-G2，京都記念-G2，日経賞

-G2，中日新聞杯-G3，カシオペアＳ-OP，青葉賞-G2２着，有馬
記念-G1３着（２回），天皇賞（秋）-G1５着，○現

サイレントディール：中央・佐賀○交７勝，武蔵野Ｓ-G3，シンザン記念
-JPN3，佐賀記念-JPN3，オーストラリアＴ-OP，ブリリアントＳ 
-OP，黄菊賞，フェブラリーＳ-JPN1２着，きさらぎ賞-JPN3２着，春
待月Ｓ-OP２着，大阪杯-G2３着，ダービー -JPN1４着，エプソムＣ 
-JPN3４着，南関東○交入着，帝王賞-JPN1３着。種牡馬

クリスタルウイング：３勝，日高特別，青葉賞-JPN2２着，障１勝，○現
ビスクドール：入着。産駒

アイスドール：６勝，エニフＳ-OP，花園Ｓ，響灘特別，赤松賞，クイ
ーンＣ-JPN3５着，南関東○交入着，クイーン賞-JPN3３着

バトードール：３勝，端午Ｓ-OP，ユニコーンＳ-G3２着，南関東○交入
着，ジャパンダートダービー -JPN1３着，○現

*サンデーサイレンス Sunday Silence は米国産，米年度代表馬，米
９勝，ケンタッキー ダービー -G1。本邦チャンピオンサイアー。本邦ＢＭＳ
チャンピオン。【ＢＭＳ：主な産駒】ローズキングダム（ジャパンＣ-G1），アド
マイヤムーン（ジャパンＣ-G1），スクリーンヒーロー（ジャパンＣ-G1），ヴァ
ーミリアン（ジャパンＣダート-G1），レジネッタ（桜花賞-JPN1）
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1口110万円  （総額4,400万円）

ビーポジティブの11

関西入厩

165
●生産：ノーザンファーム　●繋養：ノーザンファームYearling　●入厩予定：藤原英昭厩舎

牡
鹿毛

2011.4.29 生

全兄がクラシック戦線を賑わせているだけに、本馬に注目が集まる
のも無理からぬことでしょう。その兄と比較すると現時点ではやや
幼い印象もありますが、同時にそれを補うほどの馬格と存在感があ
り、上積みの大きさも加味すれば奥の深さは兄に劣ることはありま
せん。常歩では引き手が抑えるのに苦労するほどの首の強さを見せ、
ひとたび放牧地に放てば溜まっていたエネルギーが一気に噴出する
かのようなダイナミックな走りを披露してくれます。豊富な筋肉量
を誇るトモが生み出す推進力と、一瞬にしてトップギアに入る加速
性能に、競走馬としての資質の高さを感じずにはいられません。


